
　
一
般
社
団
法
人
全
日
本
文
具

協
会
（
石
川
真
一
会
長
）
は
、

12
月
５
日
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
勉
強
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。

　
勉
強
会
は
齊
藤
申
一
委
員

長
（
コ
ク
ヨ
）
の
司
会
で
、
第

１
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
の

活
動
紹
介
、
第
２
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
委
員
会
参
加
企
業
16
社
の

２
０
２
３
年
度
取
組
事
例
紹
介

の
２
部
構
成
で
進
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
委
員
会
、
は

２
０
１
９
年
７
月
に
参
加
16
社

で
発
足
し
、
現
在
は
17
社
。
２

０
２
１
年
７
月
に
全
日
本
文
具

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
対
応
基
本
方
針
を
公
開
。
２

０
２
２
年
は
実
践
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
委
員
会
内

に
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
）
を
設
置
、
会
名
称
を
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
」
へ
改
称

し
た
。
２
０
２
３
年
７
月
よ
り

①
プ
ラ
削
減
Ｗ
Ｇ
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
削
減
の
実
例
及
び
材
料

情
報
の
共
有
を
は
か
る
）
②
製

品
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
Ｗ
Ｇ
（
現
在
の

簡
易
算
出
シ
ー
ト
か
ら
、
カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
算
定
の

基
礎
的
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る

算
定
ツ
ー
ル
へ
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

を
は
か
る
）
③
Ｃ
Ｏ
２
削
減
Ｗ

Ｇ
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
具

体
策
の
共
有
を
は
か
る
）
④
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
開
示
Ｗ

Ｇ
（
人
権
、
環
境
な
ど
、
企
業

の
責
任
あ
る
行
動
の
宣
言
及
び

情
報
開
示
に
関
す
る
研
究
を
行

う
）の
４
つ
の
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
、

実
践
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。

　
活
動
内
容
は
広
報
活
動
（
全

文
協
Ｈ
Ｐ
へ
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対

応
基
本
方
針
」
掲
載
、
業
界
紙

な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
）
の
ほ
か
、
２
０

２
１
年
度
～
２
０
２
３
年
度
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
基
本
方
針
の
行

動
目
標
及
び
委
員
会
企
業
の
事

例
紹
介
、
働
き
方
改
革
に
関
連

す
る
動
向
及
び
法
令
解
説
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
算
定
に
関
す
る
説

明
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
勉

強
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員

会
で
は
随
時
委
員
及
び
ワ
ー
キ

ン
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
る
。
問
合
せ
は
全
日
本

文
具
協
会
事
務
局
。
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一
般
社
団
法
人
大
阪
文
具
工

業
連
盟
（
西
村
貞
一
理
事
長
）

取
引
・
経
営
委
員
会
（
山
本
利

治
委
員
長
＝
サ
ン
ビ
ー
）
は
、

12
月
８
日
午
後
２
時
半
か
ら
大

阪
市
中
央
区
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
で
、「
取
引
・
経
営

委
員
会
講
演
会
」
を
４
年
振
り

に
開
催
、
会
員
企
業
ら
40
人
が

聴
講
し
た
。

　
講
演
会
に
先
立
ち
、
山
本
委

員
長
は
「
原
価
コ
ス
ト
の
上
昇

に
伴
う
値
上
げ
交
渉
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
い
う
話
も
聞
い
て

い
る
。
今
回
は
公
正
取
引
委
員

会
事
務
総
局
よ
り
下
請
取
引
調

査
官
・
中
谷
浩
志
氏
を
講
師
に

招
き
、『
公
正
取
引
委
員
の
存

在
と
目
的
と
近
年
の
取
り
組

み
』
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

く
」
と
挨
拶
、
塚
田
征
司
副
委

員
長
の
講
師
紹
介
の
後
、
講
演

に
入
っ
た
。

　
講
演
は
①
公
正
取
引
委
員
会

の
概
要
②
競
争
政
策
の
意
義

③
独
占
禁
止
法
の
概
要
―
優

越
的
地
位
の
濫
用
に
つ
い
て

④
「
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
」
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
⑤

円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ

い
て
⑤
取
引
先
と
の
交
渉
に
あ

た
っ
て
、
の
５
つ
の
パ
ー
ト
に

分
け
て
説
明
。

　
こ
の
う
ち
③
の
「
優
越
的
地

位
の
濫
用
に
つ
い
て
」
に
重
点

を
置
き
、
実
施
に
あ
っ
た
事
例

を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

　
文
紙
卯
の
会
（
宮
村
真
次
会

長
）
は
、
12
月
１
日
午
後
５
時

30
分
か
ら
大
阪
・
心
斎
橋
の
大

成
閣
で
総
会
を
開
催
、
昭
和
14

年
か
ら
同
50
年
生
ま
れ
ま
で
４

世
代
12
人
が
出
席
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
宮
村
会
長

は
、「
今
年
は
卯
年
生
ま
れ
は

年
男
で
あ
り
、
記
念
の
事
業
と

も
考
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ

ナ
禍
も
落
ち
着
か
ず
何
も
で
き

ず
に
い
た
。
来
年
に
は
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

若
返
り
を
図
り
今
後
と
も
発

展
、
継
続
し
て
い
き
た
い
し
、

各
位
の
健
勝
を
祈
り
た
い
」
と

挨
拶
。事
業
・
決
算
報
告
を
行
っ

て
総
会
を
閉
じ
た
。

　
続
い
て
、
佐
野
康
治
前
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
、
各
会

員
よ
り
近
況
報
告
を
行
い
な
が

ら
、
賑
や
か
に
歓
談
し
た
。

講
演
会
の
模
様

卯
の
会
の
メ
ン
バ
ー

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

　
近
畿
辰
の
会
（
佐
野
健
一
会

長
＝
さ
の
ぶ
ん
）
は
12
月
７
日

に
大
阪
市
福
島
区
の
「
と
き
わ

福
島
」
で
、
５
世
代
総
勢
17
人

が
参
加
し
て
年
末
恒
例
の
忘
年

会
を
開
催
し
た
。

　
忘
年
会
は
佐
野
会
長
の
挨

拶
、
乾
杯
で
始
ま
り
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
会

食
歓
談
、
互
い
に
１
年
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。忘
年
会
は
定
刻
、

鞍
井
裕
氏
、
学
校
事
務
機
セ
ン

タ
ー
・
篠
原
立
身
会
長
の
両
氏

よ
り
締
め
の
挨
拶
が
あ
り
閉
じ

た
。

　
近
畿
辰
の
会
の
会
員
総
数
は

休
会
含
む
26
人
。
新
入
会
員
は

昭
和
63
年
生
ま
れ
の
三
菱
鉛
筆

関
西
販
売
・
桐
山
琢
平
係
長
。

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
経

営
労
務
委
員
会
（
寺
浦
浩
之
委

員
長
）
は
、
２
月
２
日
午
後
５

時
半
か
ら
組
合
会
館
２
階
ホ
ー

ル
で
、
恒
例
の
新
春
経
済
講
演

会
を
開
催
す
る
。

　
当
日
は
同
志
社
大
学
の
村
田

晃
嗣
教
授
が
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
か
ら
読
み
解

く
今
年
の
世
界
と
日
本
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

　
お
詫
び
　
本
紙
１
月
１
日
号

の
大
阪
紙
製
品
工
業
会
特
別
会

員
様
の
広
告
で
「
株
式
会
社
竹

尾
様
」の
大
阪
支
店
長
名
が「
寺

本
敬
一
様
」
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
「
吉
田
新
様
」
の
誤
り

で
す
。

　
本
紙
１
月
１
日
号
の
株
式
会

社
レ
イ
メ
イ
藤
井
様
の
記
事
中

及
び
名
刺
広
告
の
ロ
ゴ
が
旧
ロ

ゴ
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

取
引
・
経
営
委

員
会
が
講
演
会

〇
…
大
阪
文
工
連

５
世
代
総
勢
17
人

が
参
加
し
忘
年
会

〇
…
近
畿
辰
の
会

４
世
代
12
人

が
勢
ぞ
ろ
い

〇
…
文
紙
卯
の
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
勉
強
会

各
社
の
取
組
み
事
例
を
共
有

全
文
協

流
通
セ
ン
タ
ー
が

新
春
経
済
講
演
会


